
第 9 回総務経済常任委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和７年１１月７日（金曜）   午後２時２５分 開会 

 休 憩 

午後２時５２分 閉会 

 休憩時間： ０時間１分    会議時間：０時間２６分 

会 議 場 所 役場３階委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  木村 淳彦 委 員 早苗  豊  

副委員長 堀切  忠 委 員 伊藤  稔  

委 員  鈴木 健充 委 員 菊池 秀明  

委 員  正村紀美子   

説 明 員 

環境土木課長 橋本 直樹   

道路公園管理係長 林 徹哉   

道路公園維持係長 岩波 脩平   

    

参 考 人    

欠 席 委 員 

氏   名 

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係主査 大石真澄  

『会議に付した事件と会議結果など』 

 

１ 開 会 

委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 令和 7年度芽室町除雪計画について  資料 1-1.1-2 

・環境土木課長：概要説明。資料は担当係長から説明する。 

・道路公園管理係長：資料説明（資料 1-1、1-2） 

・委員長：質疑はないか。  

・堀切副委員長：間口処理の検討となっているが、実施までは至らないのか。検討状況

はどうなっているか。 

・道路公園管理係長：R6 に拡大を検討した。要介護３以上で家族の支援のない方を把

握した結果、対象者は２名だった。対象者が少ないことから、さらなる対象者拡大に

ついて検討している。 

・堀切副委員長：その２名の方の間口除雪は実施するのか。 

・道路公園管理係長：R7 の実施は見送り、対象の拡大を検討する。 

・早苗委員：道道と町道の排雪基準が異なり、差が大きい。毎年苦情もある。例年、調

整しながら実施すると回答しているが、今年も例年と同様の状況になる見込みか。 



・道路公園管理係長：排雪基準が異なるため、道の対応が間に合わない場合は、町が許

可をとって、除雪を実施している。 

・委員長：ほかにないか？ 

・（なし） 

・委員長：以上で調査事項「ア」を終了する。 

・委員長：自由討議を行う。意見はないか？ 

・（なし） 

・委員長：以上で自由討議を終了する。 

 

 

（２）協議事項 

 ア 先進地事務調査報告書について 

 ・堀切副委員長：資料説明「当日資料 1-1.1-2」 

前回の委員会での意見をもとに、正副委員長で整理したもの。習志野市について

は、地域コミュニティについての記述を追加している。特に、６委員会としての総括

において、記述を変更、追加している。 

   志木市の報告書では、「総括」を「志木市の状況」「芽室町として」の大きく２つに

分ける形とし、前回協議したものを機械的に分けて掲載している。分けて記載した

ことにより、印象が変わる部分もでてくるかと思う。文脈なども修正が必要であれ

ばご意見をいただきたい。 

 ・委員長：初めに、習志野市について、意見はないか。 

 ・（なし） 

 ・委員長：次に、志木市について、ご意見はないか。 

 ・（なし） 

 ・委員長：志木市については、町の体制や考え方など、わかりにくい部分がる。事業の

進捗状況や民間が担う部分などを再度確認し、最終的な報告文書を作成する。報告

書については、正副一任としていただきたい。異議ないか。 

 ・（異議なし） 

 ・委員長：報告書については、正副一任とする。 

 ・委員長：以上で協議事項「ア」を終了する。 

   

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程について 

正副一任 

（２）その他 

・委員長：「その他」で各委員からないか？ 

・委員長：先の合同委員会で提案のあったヒグマ対策の取扱いについて、両常任委員長

で協議の結果、総務経済委員会にて調査することとなった。調査内容としては、現状

と課題、今後の対策、対応としたい。異議ないか。 

・菊池委員：総務経済委員会で調査することに異議はないが、体制整備によっては教育



委員会も関係してくるが、そういった場合の取り扱いはどうするのか。 

・委員長：最初の調査は、まずは総務で実施し、より踏み込んだ調査が必要となれば厚

生常任委員会と協議していきたい。 

・委員長：ほかにないか。 

・（なし） 

・委員長：異議がないため、担当課と協議し、調査日程を決めいていきたい。 

・委員長：ほかにないか 

・（なし） 

・委員長：議長からないか？ 

・（なし） 

 ・委員長：事務局からないか？ 

 ・事務局長：先ほど正副に一任された志木市の報告書だが、町側からみて Park-PFI 事

業への示唆なのか、まちなか再生への示唆なのか。事業者の権限を侵すものではな

いのか、町へ提言できるものなのか否かで表現が変わる可能性があることをご了解

いただきたい。 

 ・委員長：事務局長の説明も含め、正副へ一任いただくことでよいか。 

 ・（異議なし） 

 ・委員長：正副一任とする。 

 

 

以上をもって、総務経済常任委員会を終了する。 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者  0 名 議 員 ０名 合計  名 

  

令和７年１１月７日 

総務経済常任委員会委員長 木村 淳彦 

 

議 長 副議長 局 長 係 長 主 査  

作成者氏名 

 

大石 真澄  

     

 


